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※

※ゆとり教育
　個人の学習ペースに合わせて授業を進めること
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学
力
低
下
と
ゆ
と
り
教
育
に
つ
い
て　

質
問　

渋
川
市
で
は
、
今
の
ゆ
と
り
教

育
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
し

て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
部
長　

総
合
的
な
学
習
の

時
間
等
を
中
心
に
特
色
あ
る
活
動
が
展

開
さ
れ
、
自
ら
考
え
判
断
し
、
主
体
的

に
取
り
組
む
子
ど
も
の
姿
か
ら
生
き
る

力
の
育
成
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

質
問　

近
年
の
ゆ
と
り
教
育
を
否
定
的

に
と
ら
え
つ
つ
、
反
省
と
と
も
に
方
向

転
換
に
向
か
う
政
府
の
方
針
に
対
す
る
、

渋
川
市
の
姿
勢
は
ど
う
な
の
か
。

学
校
教
育
部
長　

新
学
習
指
導
要
領
の

後
年
度
負
担
を
ど
う
考
え
る

質
問　

新
規
に
追
加
し
た
合
併
特
例
債

事
業
が
あ
る
。
計
画
を
廃
止
し
た
事
業

は
な
く
、
単
純
に
考
え
て
も
将
来
市
民

に
負
担
を
回
す
借
金
で
あ
る
。
考
え
は
。

市
長　

後
年
度
負
担
を
考
慮
し
、
合
併

特
例
債
の
上
限
を
１
５
０
億
円
と
し
、

事
業
を
分
散
化
し
、
減
債
基
金
等
を
積

み
立
て
、
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

具
体
策
の
な
い
人
口
減
少
対
策

質
問　

市
の
人
口
は
現
在
８
万
３
０
８

２
人
、
３
年
後
４
０
０
０
人
減
、
そ
の

15
年
後
に
は
１
万
１
４
４
０
人
減
少
。

高
齢
化
率
64
％
。
税
収
減
、
社
会
保
障

関
連
費
増
に
な
る
。
実
効
性
あ
る
具
体

策
が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
具
体
策
が
あ

る
の
か
。

市
長　

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
拡
大

と
地
場
産
業
の
振
興
に
よ
る
後
継
者
の

育
成
に
努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
に

よ
り
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

財
源
減
少
対
応
の
た
め
の
財
政
計
画
は

質
問　

合
併
特
例
措
置
の
終
了
す
る
平

成
32
年
度
以
降
は
40
億
円
以
上
の
償
還

金
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
さ
ら
に
普
通
交

付
税
も
約
31
億
円
の
減
額
に
な
る
。
高

齢
化
率
は
53
％
、
財
源
確
保
、
財
政
計

画
見
直
し
は
。

市
長　

財
政
調
整
基
金
や
地
域
振
興
基

金
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
後
年

度
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
減
債
基

金
へ
の
積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。

給
食
費
無
料
化
は
子
育
て
支
援
の
一
環

質
問　

２
年
後
に
は
児
童
、
生
徒
は
５

０
０
０
人
台
に
な
る
。
給
食
調
理
場
を

当
初
の
２
カ
所
に
変
更
し
、
給
食
費
無

料
の
検
討
を
。

市
長　

配
送
時
間
の
短
縮
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
３
カ
所
で
進
め
ま
す
。

給
食
費
無
料
化
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

教
育
再
生

須
田
　
勝
　
議
員
　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

平
方
　
嗣
世
　
議
員
　

趣
旨
や
内
容
等
を
各
校
が
十
分
に
把
握

し
、
各
校
の
特
色
を
生
か
し
た
適
正
な

教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
実
施
さ
れ
る
よ

う
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

渋
川
市
と
し
て
、
こ
の
「
脱
ゆ

と
り
教
育
」
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

学
校
教
育
部
長　

増
加
し
た
授
業
時
数

を
適
正
に
管
理
し
、
新
た
に
加
わ
っ
た

学
習
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
年
間
指
導
計

画
に
基
づ
き
、
授
業
改
善
と
指
導
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

道
徳
教
育
に
つ
い
て

質
問　

国
が
進
め
よ
う
と
す
る
道
徳
の

教
科
化
に
つ
い
て
、
い
か
に
考
え
て
い

る
か
。

学
校
教
育
部
長　

現
時
点
で
は
道
徳
の

教
科
化
に
つ
い
て
の
検
討
や
協
議
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
道
徳
の
授
業
を
要

と
し
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

質
問　

い
じ
め
対
策
と
道
徳
教
育
の
関

係
に
つ
い
て
と
、
そ
の
方
針
は
。

学
校
教
育
部
長　

命
を
大
切
に
す
る
指

導
の
充
実
と
い
じ
め
を
絶
対
に
許
さ
な

い
指
導
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
道
徳
教

育
や
人
権
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

道徳が問われる二宮尊徳像

本庁　会計課窓口



※

※自治基本条例
　住民自治に基づく自治体運営の基本原則を定めた条例
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一 般 質 問一 般 質 問

市
立
図
書
館
の
あ
り
方

　
　
　
自
治
基
本
条
例
の
制
定

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
を
目
指
し
て
　                                    

中
澤
　
広
行
　
議
員
　

質
問　

渋
川
、
北
橘
図
書
館
を
中
心
に

公
民
館
図
書
室
と
の
早
期
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
構
築
し
、
12
館
室
で
、
一
つ
の

大
き
な
図
書
館
と
し
て
、
整
理
し
て
は

い
か
が
か
。

生
涯
学
習
部
長　

12
館
室
の
早
期
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
図
書
館
・
公
民
館
図
書

室
間
の
よ
り
効
果
的
な
連
携
に
よ
る
運

営
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問　

自
治
基
本
条
例
は
、
憲
法
、
法

律
、
条
例
な
ど
を
多
角
的
に
照
会
す
る

必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
必
要
性

自
体
も
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
研
究

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
見
解
を
問
う
。

企
画
部
長　

自
治
基
本
条
例
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
を
定
め
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
市
民
を
主
役
と
し
、
制
定
の
必

要
性
や
条
例
の
位
置
付
け
な
ど
、
十
分

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
県
は
「
ぐ
ん
ま
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
市
も
新
た
な
推
進
策

を
策
定
し
、
既
存
の
補
助
金
を
活
用
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
う
考
え
は
。

建
設
部
長　

今
年
度
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
応
募
は
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
来
年
度
に
つ
い
て
は
募
集
が

あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

市
役
所
新
庁
舎
は
、
総
合
病
院

統
合
後
の
跡
地
を
提
案
す
る
。　
　
　

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
減
少
を
受
け
、

（
仮
称
）
東
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
必
要
性
は
な
い
。
計
画
の
精
査
を
求

め
る
。

市
長　

児
童
生
徒
の
推
計
に
よ
り
精
査

し
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
は
市
民
の
役
に
立
つ
所

質
問　

頑
張
る
職
員
が
報
わ
れ
る
た
め

に
、
職
員
自
ら
の
判
断
で
挑
戦
的
に
責

任
と
権
限
を
持
つ
働
き
方
と
、
安
定
を

望
む
働
き
方
に
区
別
で
き
る
人
事
政
策

の
考
え
は
。

副
市
長　

過
去
の
実
績
や
将
来
性
を
考

え
た
早
め
の
管
理
職
へ
の
登
用
は
重
要

な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
が
、
成
果
が

数
字
で
表
れ
な
い
こ
と
や
周
り
の
職
員

へ
の
影
響
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
慎
重

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

市
民
の
所
得
（
税
収
）
に
直
接

関
連
で
き
る
給
与
体
系
の
考
え
は
。
市

民
の
懐
が
豊
か
に
な
れ
ば
、
職
員
給
与

が
上
が
る
。
ま
た
逆
も
あ
り
で
、
市
民

が
納
得
で
き
る
給
与
体
系
の
考
え
は
。

総
務
部
長　

給
与
決
定
の
諸
原
則
を
踏

ま
え
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
決

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
頑
張
り

が
税
収
の
増
減
に
連
動
す
る
か
と
い
う

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
意
見
と

し
て
今
後
の
研
究
課
題
と
し
ま
す
。

受
け
や
す
い
健
康
診
査
を

質
問　

胃
が
ん
検
診
を
血
液
採
取
だ
け

で
行
う
検
診
の
全
面
導
入
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

国
で
は
バ
リ
ウ
ム
検

診
を
年
１
回
受
診
す
る
こ
と
を
推
奨
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
従
来
ど
お

り
と
し
、
今
後
の
国
等
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

様
々
な
が
ん
検
診
の
自
己
負
担 

に
セ
ッ
ト
割
引
ま
た
は
毎
年
検
診
受
診

者
に
国
保
税
な
ど
の
減
額
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

検
診
時
の
自
己
負
担

セ
ッ
ト
割
引
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
取

組
状
況
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
研

究
し
ま
す
。
毎
年
の
検
診
受
診
者
に
対

す
る
保
険
料
な
ど
の
減
額
は
、
制
度
上

実
施
は
困
難
で
す
。

税
収
に
連
動
し
た
給
与
体
系
を

安
カ
川
　
信
之
　
議
員
　

楽しい事業の市立図書館

働く職員


